






はじめに 

周産期死亡率や心身障害児発生率を低下させるという厚生行政に対応する手段として,胎

児監視装置を普及させるということが重要なポイントとなることは,周知の事実となって

きた。ところが,現在普及しつつある胎児監視装置は,胎児心拍数と陣痛を監視要素とする

システムである。これに対し最近,胎児予後判定の重要なパラメータとして胎児末梢血 pH

値の連続測定が,第 3の要素として登場するに至った。しかし,この第 3のパラメータを含

む胎児監視装置の製品化は外国の一社であり,これとても,現在のところ研究段階を脱しつ

つあるにすぎない。その原因としては,臨床応用可能な pH 電極の開発が困難であることに

起因すると考えられる。そこで我々は,高性能超小型複合電極を開発することにより,厚生

行政に資せんとした。 


